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令和４年

第２回

定例会

6/7～9

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
（
火
）

か
ら
９
日
（
木
）
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
が

提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
引
換
券
を
他
人
に
譲

渡
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答

引
換
券
自
体
を
譲
渡
し

て
、ほ
か
の
人
が
引
換

え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
る
。

中
小
企
業
等

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

１
０
０
０
万
円

　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
や
「
新

北
海
道
ス
タ
イ
ル
」を
実
践
・

推
進
す
る
た
め
感
染
防
止
対

策
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
を
導
入
推
進
し
、町
内
の

消
費
喚
起
や
観
光
客
の
消
費

需
要
の
獲
得
を
図
り
ま
す
。

　

町
内
の
対
象
店
舗
（
商
工

会
が
認
め
る
商
工
業
者
）で

買
物
や
飲
食
等
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

や
ｄ
払
い
で
支
払
う
こ
と
で
、

決
済
金
額
の
20
％
分
の
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
（
た

だ
し
、付
与
上
限
あ
り
）。期

間
は
11
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

３
４
３
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
売
上
が

減
少
す
る
商
工
業
者
を
支
援

す
る
た
め
、広
尾
町
商
工
会

が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
（
1
枚
５
０
０
円
、

1
組
14
枚
を
５
０
０
０
円
で

販
売
）に
対
し
、プ
レ
ミ
ア
ム

率
40
％
を
補
助
し
ま
す
。

　

一
世
帯
10
組
（
５
万
円
）

ま
で
購
入
可
能
で
商
品
券
の

使
用
期
間
は
８
月
22
日
か
ら

翌
年
1
月
31
日
ま
で
。販
売

方
法
は
予
約
制
で
希
望
多
数

の
場
合
は
調
整
し
ま
す
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
40
％

か
ら
20
％
に
下
げ
て
販

売
数
を
多
く
し
た
方
が
消
費

購
買
力
に
繋
が
る
の
で
は
。

答

商
工
会
と
の
協
議
の
中

で
、高
い
プ
レ
ミ
ア
ム

率
と
の
要
望
が
あ
り
、40
％

と
し
て
発
行
す
る
。

問

販
売
数
に
到
達
し
な

か
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答

予
約
受
付
の
時
点
で
残

っ
て
い
る
場
合
は
、防

災
無
線
等
で
周
知
し
て
申
し

込
み
を
促
す
。そ
れ
で
も
残

っ
た
場
合
は
、直
接
販
売
や

予
約
の
再
度
受
付
な
ど
を
検

討
す
る
。

キャッシュレス決済でポイント付与キャッシュレス決済でポイント付与

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業（６月補正）
事　　　業　　　名 充当額 事　　　業　　　名 充当額

役場庁舎抗菌化事業 2,244,000円 地域振興プレミアム付商品券販売事業（※） 26,300,000円

空気清浄機購入事業（老人ホーム、特養ほか） 4,675,000円 中小企業等キャッシュレス化導入推進事業 10,000,000円

旧音調津保育所解体工事 9,584,000円 消防庁舎感染拡大防止用資器材購入事業 1,272,000円

旧丸山保育所物置解体工事 609,000円 旧教員住宅解体事業 6,438,000円

牛舎消毒費用一部負担金 4,783,000円 小・中学校空気清浄機購入事業 4,656,000円

乳製品利用促進事業 320,000円 中学校修学旅行キャンセル料 895,000円
住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業

（町独自支援分）
21,806,000円

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業
（町独自支援分）

24,753,000円

※�地域振興プレミアム付商品券販売事業は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金2630万円とその他道補助金800万円の

計3430万円が事業費となります。

経済
対策

商
工
業
者
を
支
援

特集 新型コロナ対策・支援
可
決補正予算６会計を
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次のページは「意見書・決議」

追加接種の予約方法

65歳以上 接種日を指定した接種券を
送付

60歳以上
65歳未満

接種券を送付した後、オン
ラインや電話により受付

18歳以上で
基礎疾患が
ある方など

自己申告等の方法により
接種券を送付し、オンラ
インや電話で受付

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
追
加
接
種
（
４
回
目
）

１
７
９
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
接
種
に
関
す
る
国
の
対

応
方
針
が
示
さ
れ
た
た
め
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
し
ま
す
。

　

３
回
目
の
接
種
か
ら
５
か

月
が
経
過
し
た
60
歳
以
上
の

方
や
18
歳
以
上
で
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方
な
ど
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

各
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
と
集
団
接
種
を
予
定
し
て

お
り
、
６
月
下
旬
か
ら
順
次

接
種
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金

２
４
０
９
万
円

　

令
和
４
年
度
分
の
住
民
税

非
課
税
世
帯
や
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
家
計
が
急
変
し
た

世
帯
を
対
象
に
、
臨
時
特
別

給
付
金
を
１
世
帯
当
た
り

12
万
円
（
町
独
自
支
援
分

２
万
円
を
含
む
）
を
支
給
し

ま
す
。
す
で
に
臨
時
特
別
給

付
金
を
受
給
済
み
の
世
帯
（
令

和
３
年
度
非
課
税
世
帯
等
）

に
は
、
町
独
自
支
援
分
と
し

て
１
世
帯
当
た
り
２
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金

２
８
６
６
万
円

　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
し
、
高
校
生
ま
で
の
対
象

児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万

円
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
（
国
支
給
分
）

を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
独
自
と
し
て
高

校
生
ま
で
の
子
を
養
育
す
る

全
て
の
子
育
て
世
帯
に
、
対

象
児
童
１
人
当
た
り
一
律

３
万
円
の
特
別
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

問

生
活
保
護
世
帯
は
非
課

税
世
帯
と
し
て
収
入
認

定
さ
れ
な
い
と
解
釈
し
て
い

い
の
か
。

答

収
入
認
定
は
さ
れ
な
い
。

問

ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

は
努
力
義
務
な
の
か
。

答

60
歳
以
上
は
努
力
義
務

で
、
18
歳
以
上
59
歳
以

下
の
努
力
義
務
は
な
い
。
４

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

高
い
重
症
化
予
防
効
果
が
期

待
で
き
る
た
め
実
施
す
る
。

一般会計 ②③
� 78億9536万円 １億9756万円

増

下水道事業特別会計 ②
� ３億5735万円 670万円

増

国保事業勘定特別会計 ②
� ９億5886万円 39万円

増

介護保険特別会計 ②
� ６億9932万円 １万円未満の増

介護サービス事業特別会計 ②
� ２億6414万円 326万円

増

病院事業債管理特別会計 ①
� 5746万円 10万円

減

令和４年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

その他決まったこと

感染
対策

生活
支援

ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

特
別
給
付
金
の
支
給

◎新型コロナウイルス感染症の影響により収入が一定程度減少した方に対し、
昨年度に引き続き介護保険料及び国保税を減免する関係条例を改正しました。

◎過疎地域における固定資産税の課税の特例に関する条例を一部改正しました。

◎重層的支援体制整備事業として高齢者の外出を支援するため、交通費を助
成する２回目の実証事業を８月から10月までの３か月間実施します。

◎工事請負契約を締結しました。
　【工事名】幹線林道大丸山線改良工事
　【契約額】8998万円
　【契約相手方】（株）畑下組（並木通東２）

◎工事委託契約を締結しました。
　【工事名】�畜産担い手育成総合整備事業ひろお地区に係る草地及び施設設

置工事委託
　【契約額】7494万円
　【契約相手方】公益財団法人北海道農業公社（札幌市）
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意
見
書
５
件
を
可
決

国
等
へ
提
出

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長 

に
向
け
た
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者 

小
田
雅
二
議
員

　

北
海
道
の
森
林
は
全
国
の

お
よ
そ
１
／
４
を
占
め
て
お

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
林

産
物
の
供
給
な
ど
の
多
面
的

機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
国
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、
本
町
と

道
が
連
携
し
、
森
林
吸
収
源

対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

本
町
を
は
じ
め
道
内
各
地

域
で
は
、
国
の
事
業
を
活
用

し
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の

維
持
増
進
と
森
林
資
源
の
循

環
利
用
の
実
現
に
向

け
た
植
林
・
間
伐
や

路
網
の
整
備
、
山
地

災
害
の
防
止
、
木
造

公
共
施
設
の
整
備
な

ど
様
々
な
取
組
を
進

め
て
き
た
。

　

本
道
の
森
林
を
将

来
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、
活

力
あ
る
森
林
づ
く
り

や
防
災
・
減
災
対
策

を
さ
ら
に
進
め
、
森

林
・
林
業
・
木
材
産

業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

成
長
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

次
の
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

①
森
林
整
備
事
業
予
算
や
治

山
事
業
予
算
の
十
分
な
確
保
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、
建

築
物
の
木
造
・
木
質
化
な
ど

に
よ
る
道
産
木
材
の
需
要
拡

大
や
森
林
づ
く
り
を
担
う
人

材
の
育
成
・
確
保
に
必
要
な

支
援
の
充
実
。

　
　

２
０
２
３
年
度
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

提
出
者 

志
村
國
昭
議
員

　

地
方
自
治
体
は
、
社
会
保

障
制
度
の
整
備
や
脱
炭
素
化

を
目
指
し
た
環
境
対
策
、
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
な
ど
、

よ
り
新
し
く
極
め
て
多
岐
に

わ
た
る
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
人
材
不
足
で
疲

弊
す
る
職
場
実
態
の
中
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
近
年

多
発
し
て
い
る
大
規
模
災
害

へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
お
り
、

増
大
す
る
行
政
需
要
に
十
分

対
応
し
得
る
の
か
、
大
き
な

不
安
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
対
応
も
勘
案
し
な
が
ら
、

２
０
２
３
年
度
地
方
財
政
の

確
立
を
目
指
す
よ
う
、
次
の

こ
と
を
求
め
る
。

①
社
会
保
障
の
維
持
・
確
保
、

防
災
・
減
災
や
脱
炭
素
化
対

策
な
ど
、
増
大
す
る
財
政
需

要
に
対
応
し
得
る
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
体
制
確
保
、
感
染
症
対

応
業
務
の
み
に
限
定
し
な
い

保
健
所
体
制
・
機
能
の
全
体

的
な
強
化
、
地
域
経
済
の
活

性
化
ま
で
を
見
据
え
た
十
分

な
財
源
措
置
。

③
子
育
て
、
地
域
医
療
の
確

保
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

な
ど
、
十
分
な
社
会
保
障
経

費
の
拡
充
。

④
２
０
２
１
年
11
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
応
と
少
子
高
齢
化

の
対
応
が
重
な
る
職
種
へ
の

処
遇
改
善
事
業
に
係
る
対
象

職
種
の
拡
大
や
制
度
改
善
。

⑤
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト

化
に
お
け
る
自
治
体
業
務
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
に
向
け
た

財
源
確
保
。

　
　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
1/2

へ
の
復
元
、「
30
人
以

下
学
級
」
な
ど
教
育
予

算
確
保
・
拡
充
と
就
学

保
障
の
実
現
に
向
け
た

意
見
書

提
出
者 

北
藤
利
通
議
員

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率

が
２
０
０
６
年
に
１
／
２
か

ら
１
／
３
に
変
更
さ
れ
た
が
、

教
育
の
機
会
均
等
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
１
／
２
へ
復

元
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

き
め
細
や
か
な
教
育
の
実
現

に
は
、
教
職
員
定
数
の
改
善

に
よ
る
少
人
数
学
級
の
実
現

と
教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化

解
消
は
不
可
欠
と
な
る
。

　

小
学
校
で
は
、
段
階
的
に

「
35
人
以
下
学
級
」
が
実
現

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
中

学
・
高
校
は
検
討
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
教
職
員
の

減
少
か
ら
、
早
急
に
「
30
人

以
下
学
級
」
を
実
現
し
、
実

質
的
な
教
職
員
増
と
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
教
育
予
算
の
確

保
・
拡
充
、
就
学
保
障
の
充

実
を
図
る
た
め
、
次
の
こ
と

を
求
め
る
。

①
義
務
教
育
費
の
無
償
化
。

当
面
は
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
率
を
１
／
２
に
復
元
。

②
「
30
人
以
下
学
級
」
の
早

期
実
現
に
向
け
た
小
・
中
学

生
の
学
級
編
制
標
準
の
順
次

改
定
。
当
面
は
中
学
・
高
校

へ
「
35
人
以
下
学
級
」
の
拡

大
。

③
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、

教
材
費
な
ど
保
護
者
負
担
の

解
消
や
図
書
費
な
ど
の
十
分

な
確
保
。

④
就
学
援
助
制
度
・
奨
学
金

制
度
の
拡
大
な
ど
、
就
学
保

障
の
充
実
に
向
け
た
予
算
の

確
保
・
拡
充
。

①

町産材を使用した宿泊スペース町産材を使用した宿泊スペース

（農林人材育成支援センター）（農林人材育成支援センター）

より充実した教育環境をより充実した教育環境を

③

②
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次のページは「行政報告・

議員の出欠状況」

　
　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
と
核
兵
器
の

威
嚇
を
強
く
非
難
す
る

決
議

提
出
者�

前
崎
　
茂
議
員

　

２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
は
国

際
社
会
の
度
重
な
る
要
請
・

勧
告
を
無
視
し
、
隣
国
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
開

始
し
た
。

　

ロ
シ
ア
軍
は
、
非
軍
事
施

設
の
空
港
や
病
院
、
住
宅
ま

で
も
破
壊
攻
撃
を
繰
り
返
し
、

民
間
人
を
含
め
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
て
お
り
、
断
じ
て

容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

本
町
は
、「
核
兵
器
廃
絶
、

平
和
の
町
宣
言
」
を
決
議
し

て
お
り
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
行

為
と
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を

強
く
非
難
す
る
と
と
も
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事

行
動
の
即
時
停
止
と
完
全
撤

退
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
　

２
０
２
２
年
度
北
海
道

最
低
賃
金
改
正
等
に
関

す
る
意
見
書

提
出
者�
志
村
國
昭
議
員

　

道
内
で
働
く
者
の
暮
ら
し

は
コ
ロ
ナ
禍
で
一
層
厳
し
く
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、

ワ※

ー
キ
ン
グ
プ
ア
解
消
の
た

め
最
も
重
要
で
あ
る
。

　

労
働
基
準
法
で
は
、「
労

働
条
件
の
決
定
は
労
使
が
対

等
な
立
場
で
行
う
も
の
」
と

定
め
て
い
る
が
、
最
低
賃
金

の
影
響
を
受
け
る
多
く
の
非

正
規
労
働
者
は
、
労
働
条
件

の
決
定
に
ほ
と
ん
ど
関
与
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

最
低
賃
金
が
上
が

ら
な
け
れ
ば
、
働
く

多
く
の
方
の
生
活
は

よ
り
一
層
厳
し
く
な

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
収
束
し
た

後
の
個
人
消
費
に
も

影
響
を
与
え
、
経
済

の
停
滞
を
招
き
か
ね

な
い
。

　

よ
っ
て
、
２
０
２

２
年
度
北
海
道
最
低

賃
金
の
改
正
に
あ
た

り
次
の
措
置
を
講
ず

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

①
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
」
を
尊
重
し
、

経
済
の
自
律
的
成
長
に
向
け

て
、
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引

き
上
げ
る
こ
と
。

②
最
低
賃
金
は
、
経
験
豊
富

な
労
働
者
の
時
間
額
が
、
道

内
高
卒
初
任
給
１
０
４
２
円

を
下
回
ら
な
い
水
準
に
改
善

す
る
こ
と
。

③
各
種
助
成
金
を
有
効
活
用

し
た
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

を
図
り
、
中
小
企
業
に
対
し
、

賃
上
げ
し
や
す
い
環
境
整
備

や
支
援
・
対
策
を
行
う
よ
う

国
に
要
請
す
る
こ
と
。

　
　

食
料
安
全
保
障
の
強
化

を
図
る
新
た
な
国
の
予

算
確
保
と
国
民
へ
の
理

解
醸
成
を
図
る
意
見
書

提
出
者�

浜
野
　
隆
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
農
畜
産

物
の
需
要
減
退
と
在
庫
の
増

大
に
加
え
、
食
料
生
産
に
欠

か
せ
な
い
生
産
資
材
価
格
等

が
歴
史
的
な
高
騰
を
続
け
、

農
業
経
営
を
圧
迫
す
る
危
機

的
状
況
に
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
、
新
た
な
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
２
０
３
０
年
度

ま
で
に
食
料
自
給
率
を
45
％

に
引
き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ

て
い
る
が
、
２
０
２
０
年
の

自
給
率
は
37
％
と
依
然
と
し

て
低
い
状
態
に
あ
る
。

　

ま
た
、
農
村
地
域
に
お
い

て
は
、
担
い
手
の
確
保
や
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
課

題
を
抱
え
る
中
で
、
近
年
多

発
す
る
自
然
災
害
な
ど
に
よ

り
、
食
料
生
産
の
基
盤
が
脆

弱
化
し
て
い
る
。

　

食
料
品
等
の
値
上
げ
が
相

次
ぎ
、
国
民
生
活
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
食
料
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
新
た
な

施
策
と
予
算
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
り
、
食
料
の
安
定
供

給
と
農
業
の
持
続
的
発
展
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
と
お

り
要
望
す
る
。

①
政
府
が
示
し
た
「
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急

対
策
」
を
速
や
か
に
実
施
し
、

現
場
の
経
営
悪
化
を
踏
ま
え

た
継
続
的
な
対
策
の
拡
充
・

強
化
を
図
る
こ
と
。

②
自
国
の
食
料
は
自
国
で
生

産
・
消
費
す
る
と
い
う
考
え

を
、
広
く
国
民
に
理
解
醸
成

を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
を

見
据
え
た
施
策
と
予
算
確
保

を
図
る
こ
と
。

食料の安定供給に向けて食料の安定供給に向けて

④

⑤

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
～
①
②
③
⑤
、

総
務
大
臣
～
①
②
③
、

文
部
科
学
大
臣
～
①
③
、

農
林
水
産
大
臣
～
①
⑤
、

地
方
創
生
担
当
大
臣
～

②
③
、
経
済
産
業
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
環
境

大
臣
、
復
興
大
臣
～
①
、

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済

財
政
政
策
担
当
大
臣
～
②
、

北
海
道
労
働
局
長
、
北

海
道
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
長
～
④ ロシア軍の即時撤退を

決議１件を可決
※内容は要約しています。

決議とは、議会
の意思を対外的
に表明するもの
だよ。

Ｈ29

1000

900

800

700
Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

最低賃金 全国加重平均

北海道最低賃金の推移

（年度）

（円）

810
835

861 861
889

※ワーキングプア
フルタイムで働いても収入が低く、貧困状態から抜け出せずに
いる人のこと。

決　議
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教
育
行
政
報
告

行
政
報
告

行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

村
瀨
町
長
か
ら
の

菅
原
教
育
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
発
生
状
況

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
生
状
況
は
、
５
月

に
１
４
０
名
、
６
月
は
６
日

時
点
で
24
名
、
今
年
に
入
っ

て
２
２
７
名
の
感
染
が
確
認

さ
れ
た
。

　

ひ
ろ
お
保
育
園
で
は
、
６

月
６
日
ま
で
に
園
児
38
名
と

職
員
４
名
の
計
42
名
の
陽
性

が
確
認
さ
れ
、
豊
似
保
育
所

で
は
、
５
月
23
日
に
園
児
１

名
と
職
員
１
名
の
計
２
名
の

陽
性
が
確
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
４
月
に
発
生
し
た
ク
ラ
ス

タ
ー
は
、
５
月
25
日
に
収
束

し
た
。

ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

　

４
回
目
と
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
を

実
施
す
る
。

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

か
ら
５
か
月
が
経
過
し
た
60

額
が
追
加
さ
れ
た
。

　

追
加
分
の
交
付
限

度
額
は
６
１
０
７
万

１
０
０
０
円
で
、
交

付
限
度
額
の
総
額
は

１
億
４
３
０
７
万
１

０
０
０
円
と
な
っ
た
。

国
保
病
院
医
師

の
退
任

　

内
科
の
長
島
弘
医

師
が
４
月
30
日
付
で

退
任
し
た
。
後
任
医

師
は
引
き
続
き
募
集

を
行
い
、
診
療
体
制

を
確
保
す
る
。

北
方
圏
交
流
振
興

会
の
決
算
状
況

　

サ
ン
タ
カ
ー
ド
申

込
件
数
は
、
６
６
４

４
件
で
２
万
３
３
９

２
通
（
昨
年
比
２
６

２
８
通
増
）
を
発
送
。

事
業
収
益
は
23
万
２

２
９
４
円
（
昨
年
比

26
万
７
７
０
７
円

減
）
と
な
っ
た
。

水
産
加
工
排
水
処
理
公

社
の
決
算
状
況

　

排
水
処
理
量
は
２
万
３
９

８
４
㎥
、
事
業
収
益
は
８
万

４
９
９
９
円
と
な
っ
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
中
止

　

東
京
都
荒
川
区
の
児
童
を

受
け
入
れ
る
「
子
ど
も
農
山

漁
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
今
年

度
も
中
止
す
る
。

【
豊
似
小
学
校
】

　

５
月
30
日
に
児
童
１
名
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽

性
と
認
め
ら
れ
、
５
月
31
日

か
ら
６
月
４
日
ま
で
の
５
日

間
を
臨
時
休
校
、
該
当
の
学

年
は
６
月
６
日
ま
で
を
学
年

閉
鎖
と
し
た
。

【
広
尾
小
学
校
】

　

６
月
７
日
に
児
童
２
名
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽

性
と
認
め
ら
れ
、
該
当
の
学

年
は
６
月
８
日
か
ら
12
日
ま

で
の
５
日
間
を
学
年
閉
鎖
と

し
た
。

断
水
事
故

　

５
月
31
日
午
前
10
時
頃
、

野
塚
地
区
の
一
部
で
断
水
が

発
生
。
原
因
は
配
水
管
の
老

朽
化
に
よ
る
漏
水
で
、
同
日

午
後
３
時
頃
に
は
全
面
復
旧

し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

楽
古
地
区
配
水
管
改
良
工
事

契
約
額-

４
５
１
０
万
円

契
約
の
相
手
方-

（
有
）
田

中
建
設
（
丸
山
通
北
７
）

歳
以
上
の
方
や
18
歳
以
上
で

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
な
ど

が
対
象
と
な
る
。

（
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金

の
交
付
限
度
額

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
に
係
る
交
付
限
度

新型コロナワクチン接種状況（６月１日現在）

区　分 対象者 接種回数 接種者 接種率

12歳以上 6023人
２回目終了 5526人 91.7%

３回目終了 4677人 77.7%

5歳以上
12歳未満 270人

１回目終了 83人 30.7%

２回目終了 68人 25.2%

10000

8000

6000

4000

2000

0

25000

20000

15000

10000

5000

0Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

サンタカード発送数（申込件数：件） （発送通数：通）

2234522345
1848318483 1782217822 1808018080

1579015790 1531115311

2076420764 2339223392
72557255

62076207

46404640
38633863

29892989

44354435

63146314 66446644

申込件数 発送通数

小
学
校
の
臨
時
休
校
と
学
年
閉
鎖

昨年はポップアップのサンタカードに昨年はポップアップのサンタカードに
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（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名
松
田　

健
司

浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

前
崎　
　

茂

北
藤　

利
通

志
村　

國
昭

星
加　

廣
保

山
谷　

照
夫

渡
辺
富
久
馬

小
田　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎

開催日 開催会議名・主な内容

５／17 第２回臨時会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／７ 第２回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

６／８ 第２回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

６／９ 第２回定例会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

開催日数計 ４日 出席日数計 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ４ ４ ４ ４ １ ４

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

４／26 第４回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５／17 第５回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／７ 第６回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

６／９ 第７回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

（３）議員協議会・研修・その他
○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外（２）委員会
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

５／10 議会広報編集会議 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － －

５／17 第２回総務常任委員会（正副委員長互選） － ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － ○ －

５／17 第２回産業常任委員会（正副委員長互選） ○ － － － ○ ○ ○ － － ○ ○ － －

５／17 第３回議会運営委員会（正副委員長互選） － ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － － －

５／17 第３回議会広報特別委員会 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○

６／１ 第４回議会運営委員会 － ○ ○ ○ － － × ○ ○ － － － ○

６／８ 第５回議会運営委員会 － ○ ○ ○ － － × ○ ○ － － － ○

６／９ 議会広報編集会議 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － －

※正副議長の委員会への出席
　堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、いずれの委員会にも随時出席し、発言することができるため、出席した委員会は「○」と表しています。
　また、副議長の浜頭議員は、議会運営委員会に所属していませんが、出席した場合は「○」と表しています。

令和４年　第２回定例会　議案審議結果

議員の会議等出欠状況をお知らせします
（令和４年３月定例会終了後～令和４年６月定例会まで）

次のページは「一般質問」

『新型コロナ・葬斎場・外遊びの環境』

●第２回定例会では、賛否のあった議案はありませんでした。（全て全会一致）

※全会一致した議案の掲載は省略しています。
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質
問

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

強
い
感
染
力
に
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
拡
大
し
、
十
勝
の
感

染
者
数
は
、
１
月
か
ら
５
月

ま
で
で
１
万
８
０
０
０
人
を

超
え
て
い
る
。

　

①
厚
生
労
働
省
は
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場

合
は
「
原
則
入
院
」
と
し
て

い
る
が
、
本
町
の
高
齢
者
施

設
入
所
者
に
お
け
る
感
染
者

の
入
院
体
制
は
。

　

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
状

況
と
今
後
の
検
査
体
制
は
。

　

③
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
副
反
応
の
状
況
把
握
は
。

　

④
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
の
解
除
に
よ
り
、
飲
食
店

等
に
対
す
る
給
付
金
が
縮
減

さ
れ
た
が
、
国
の
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
地
域
経
済
対

策
の
検
討
は
。

答
弁

村
瀨
町
長

　

①
現
在
、
入
院
等
の
調
整

は
帯
広
保
健
所
が
行
っ
て
い

る
。
高
齢
者
施
設
等
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
は

原
則
施
設
内
で
療
養
す
る
が
、

軽
症
者
は
健
康
観
察
を
十
分

に
行
い
、
状
況
が
悪
化
し
た

方
は
速
や
か
に
病
院
へ
搬
送

す
る
。

　

②
国
保
病
院
で
は
、

対
象
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
令
和
３
年
度
に
９

０
６
件
、
本
年
４
月
か

ら
５
月
ま
で
に
５
１
９

件
実
施
し
た
。
今
後
も

保
健
所
の
指
導
に
よ
り

検
査
を
実
施
す
る
な
ど
、

感
染
状
況
等
に
応
じ
て

判
断
し
た
い
。

　

③
発
熱
や
筋
肉
痛
等

の
症
状
は
数
日
で
回
復

し
て
お
り
、
接
種
後
の

前
ま え ざ き

崎　茂 議員

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
等
の
実
施
へ

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
と

経
済
対
策
は

町
長

相
談
に
つ
い
て
も
、
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り

対
応
し
て
い
る
。

　

④
商
工
会
や
各
関
係
団
体

と
協
議
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
推
進
事
業
の
経
済
対

策
を
予
定
し
て
い
る
。

健康管理センターに相談窓口を設置しています健康管理センターに相談窓口を設置しています

一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長などに執行機関の考え方について、
報告や説明を求めたり、疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目が一括質問方式、２回目以降は
一問一答方式となっています。
６月定例会では４人の議員が一般質問を行いました。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

各議員の一般質問は
録画中継にて

ご覧いただけます。

前崎議員・松田議員・
旗手議員・小田議員の
一般質問はこちらから

一 般 質 問一 般 質 問

●一般質問　項目一覧

前崎　茂議員
新型コロナ対応と経済対策は P８

葬斎場の改築と道路等の整備を
P９

松田健司議員 求められる「外遊びの環境整備」は

旗手恵子議員 「高校生まで医療費無料化」早期実施を
P10

小田雅二議員
接種後の副反応とマスク着用の対応は

学級閉鎖等のガイドラインは P11
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次のページも「一般質問」

『医療費無料化・コロナ副反応・ガイドライン』

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
に
よ

り
生
じ
た
、
様
々
な
活
動
の

自
粛
や
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ

る
悪
影
響
が
、
国
立
小
児
医

療
研
究
所
か
ら
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　

ス
ト
レ
ス
症
状
が
進
行
す

る
と
、
不
登
校
や
引
き
こ
も

り
、
う
つ
症
状
か
ら
自
死
へ

つ
な
が
り
、
令
和
３
年
度
に

文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
デ
ー

タ
で
は
、
そ
の
ど
れ
も
が
過

去
最
多
を
記
録
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
が
外
遊
び
を
し
な

い
こ
と
に
よ
る
運
動
不
足
や

対
人
関
係
の
希
薄
化
が
根
底

に
あ
り
、
外
遊
び
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
早
急
に
求
め

ら
れ
る
が
、
始
め
の
一
歩
と

し
て
、
既
存
の
公
園
を
安
心

安
全
に
使
用
で
き
る
環
境
整

備
の
在
り
方
を
伺
う
。

答
弁

村
瀨
町
長

　

町
内
の
公
園
に
は
、
遊
具

や
池
、
広
場
な
ど
自
然
に
触

れ
合
え
る
場
所
は
あ
る
が
、

他
町
の
よ
う
に
大
型
遊
具
が

充
実
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

公
園
緑
地
や
子
ど
も
の
遊
び

場
な
ど
に
対
す
る
満
足
度
が

低
い
状
況
で
あ
る
。

　

公
園
の
利
用
者
が
少

な
い
理
由
の
一
つ
に
は
、

不
審
者
や
ヒ
グ
マ
の
出

没
も
考
え
ら
れ
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
こ

ど
も
１
１
０
番
な
ど

様
々
な
対
策
を
講
じ
て

い
る
が
、
今
後
は
ヒ
グ

マ
対
策
と
し
て
雑
草
が

生
い
茂
ら
な
い
よ
う
草

刈
り
等
も
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

今
後
の
取
組
と
し
て
、

新
た
に
公
園
の
整
備
に

松
ま つ だ

田健司 議員

既
存
公
園
の
課
題
検
証
し
、

新
公
園
整
備
へ

求
め
ら
れ
る

「
外
遊
び
の
環
境
整
備
」は

町
長

向
け
た
基
本
計
画
・
基
本
設

計
を
行
っ
て
お
り
、
保
護
者

や
子
ど
も
た
ち
か
ら
意
見
を

聴
取
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

今
後
も
、
住
民
要
望
に
合
っ

た
憩
い
の
場
と
し
て
の
公
園

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

子どもたちの「遊び場」　安全対策も課題子どもたちの「遊び場」　安全対策も課題

葬斎場の改築と道路等の整備を
財政状況を勘案し時期を判断
　　　　　　　道路修理は実施中

町長

前
ま え ざ き

崎　茂 議員

本
町
の
葬
斎
場
は
、

昭
和
56
年
に
供
用

開
始
さ
れ
て
か
ら
40
年
以
上

が
経
過
し
て
お
り
、
待
合
室

も
狭
く
、
遺
族
等
か
ら
拡
幅

の
要
望
が
出
て
い
る
。

　

第
６
次
ま
ち
づ
く
り
推
進

総
合
計
画
で
は
５
億
円
の
事

業
費
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、

改
築
年
度
や
設
置
場
所
、
火

葬
炉
数
等
は
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
進
入
路
の
道
路
幅

は
狭
く
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
と

の
交
差
や
出
入
り
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
。
道
路
や
駐
車

場
等
の
改
修
整
備
が
必
要
で

は
。 質

問

答
弁

村
瀨
町
長

　

建
物
や
設
備
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
が
、
毎
年
修
理

を
し
な
が
ら
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
な
く
火
葬
を
行
っ
て
い

る
。

　

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

待
合
室
の
人
数
を
20
人
程
度

と
し
て
い
る
が
、
通
常
時
は

50
人
ほ
ど
が
収
骨
ま
で
の
間

待
機
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
。

　

駐
車
場
や
庭
部
分
は
、
委

託
業
者
が
定
期
的
に
掃
除
や

草
刈
り
、
庭
木
の
剪
定
等
を

行
っ
て
い
る
が
、
進
入
路
と

な
る
道
路
は
損
傷
が

激
し
く
泥
水
が
た
ま

り
車
が
汚
れ
る
た
め
、

修
理
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

葬
斎
場
の
建
替
え

場
所
は
決
定
し
て
い

な
い
が
、
時
期
は
令

和
８
年
度
以
降
に
計

画
し
て
お
り
、
今
後

の
財
政
状
況
や
経
済

情
勢
等
を
勘
案
し
な

が
ら
判
断
し
て
い
き

た
い
。

今年で42年目を迎え、老朽化が進む今年で42年目を迎え、老朽化が進む
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「
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
は
高
校

生
ま
で
拡
大
す
べ
き
」
と
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
質
問
し
て

き
た
が
、「
財
政
状
況
か
ら

当
面
は
困
難
、
今
後
の
課
題

と
す
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

全
道
で
は
、
令
和
３
年
度

ま
で
に
83
の
自
治
体
が
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

実
施
し
て
お
り
、
町
村
の
過

半
数
に
達
し
て
い
る
ほ
か
、

十
勝
管
内
で
も
10
町
村
に
拡

大
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
を
防
ぐ
た
め
子

育
て
支
援
は
欠
か
せ
な
い
課

質
問

題
で
あ
り
、
物
価
高
騰
が
続

く
今
日
、
高
校
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
に
踏
み
切

る
こ
と
で
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
支
援
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
弁

村
瀨
町
長

　

本
町
で
は
、
子
ど
も
の
健

康
保
持
と
増
進
を
目
的
に
、

平
成
27
年
度
か
ら
中
学
生
ま

で
拡
大
し
、
医
療
費
無
料
化

を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
出
産
祝
い
金
を
始

め
と
し
た
13
項
目
の
子
育
て

支
援
事
業
や
福
祉
施

策
な
ど
も
展
開
し
、

高
校
生
に
対
す
る
支

援
も
行
っ
て
い
る
。

　

高
校
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
実
施

し
た
場
合
の
予
算
は
、

該
当
者
約
１
５
０
人

で
２
５
０
万
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

他
町
村
の
実
態
や

町
民
か
ら
の
要
望
は

十
分
承
知
し
て
お
り
、

今
後
、
事
務
事
業
の

見
直
し
の
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

旗
は た て

手恵子 議員

「高校生まで医療費無料化」
　　　　　　　　　　早期実施を

事務事業の見直しの中で検討町長

子どもの医療費助成状況（十勝管内）

高校生まで

中学生まで

10町村
上士幌町、鹿追町

新得町、清水町

浦幌町、陸別町

本別町、豊頃町

池田町、更別村
※士幌町は令和４年８月診療分より
　　助成範囲を高校生までに拡大

音更町、士幌町

芽室町、足寄町

幕別町、中札内村

大樹町、広尾町

８町村

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
後
の
後

遺
症
の
み
な
ら
ず
、
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
現
れ
た
副
反

応
は
、
頭
痛
、
倦
怠
感
、
か

ゆ
み
、
帯
状
疱
疹
、
歩
行
困

難
、
心
膜
炎
な
ど
千
差
万
別

で
あ
る
。

　

名
古
屋
市
は
、
今
年
３
月

に
全
国
初
と
言
わ
れ
る
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
遺
症
の
相
談

窓
口
を
市
独
自
で
設
け
た
。

　

本
町
で
は
、
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
が
相
談
窓
口
と
な
る

が
相
談
件
数
や
内
容
は
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
か
ら

マ
ス
ク
着
用
の
新
し
い
基
準

が
示
さ
れ
た
が
、
町
と
し
て

の
対
応
や
指
導
は
。

質
問

答
弁

村
瀨
町
長

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

関
す
る
電
話
相
談
の
状
況
は
、

令
和
３
年
度
、
令
和
４
年
度

合
わ
せ
て
５
９
２
件
と
な
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
副
反
応
の
相
談
は
12

件
、
接
種
体
制
に
関
す
る
相

談
は
４
１
９
件
で
あ
っ

た
。

　

北
海
道
で
は
、
接
種

後
に
長
期
に
わ
た
り
症

状
に
悩
む
方
の
相
談
窓

口
と
し
て
接
種
相
談
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お

り
、
町
民
へ
周
知
し
て

い
る
ほ
か
、
か
か
り
つ

け
医
の
対
応
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
は
、
様
々

な
症
状
に
対
応
で
き
る

専
門
医
を
紹
介
す
る
体

制
も
整
え
て
い
る
。

小
お だ

田雅二 議員

町
民
へ
周
知
し
て
い
く

接
種
後
の
副
反
応
と

マ
ス
ク
着
用
へ
の
対
応
は

町
長

　

マ
ス
ク
の
着
用
は
基
本
的

な
感
染
対
策
と
し
て
極
め
て

重
要
だ
が
、
熱
中
症
の
リ
ス

ク
等
か
ら
新
た
に
取
扱
い
が

示
さ
れ
て
お
り
、
町
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
チ
ラ
シ
の
配
付
、

広
報
紙
を
活
用
し
て
町
民
へ

周
知
を
行
っ
て
い
く
。

運動時などマスク着用の考え方も見直される運動時などマスク着用の考え方も見直される
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次のページは「臨時会」

公開講演会のようす公開講演会のようす

グループ討議「モニター制度の現状と課題」グループ討議「モニター制度の現状と課題」終了後、議場を視察しました終了後、議場を視察しました

厚
生
労
働
省
が
公

表
し
た
陽
性
者
数

は
、
意
図
的
と
思
わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
。
新
規
陽
性
者

が
過
去
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
い
て
も
、
接
種
日
が
不

明
の
場
合
は
非
接
種
者
扱
い

と
さ
れ
、
い
か
に
も
ワ
ク
チ

ン
の
効
力
が
あ
る
か
の
よ
う

に
見
せ
て
い
た
。

　

町
で
は
、
新
規
陽
性
者
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
か
ど
う
か

の
情
報
は
把
握
で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、
ひ
ろ
お
保
育
園
で

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、

父
兄
の
様
々
な
要
望
も
あ
り
、

学
級
閉
鎖
や
登
園
の
自
粛
な

ど
対
応
に
苦
慮
し
た
と
思
う

が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
町

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
の
素
早
い
対
応
は
可
能
か
。

質
問

答
弁

村
瀨
町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
関
す
る
情
報
は
北
海
道

が
管
理
し
て
い
る
。

　

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、

町
に
提
供
さ
れ
る
情
報
は
原

則
感
染
人
数
の
み
と
な
り
、

感
染
者
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

か
ど
う
か
の
情
報
は
把
握
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

現
在
、
ひ
ろ
お
保

育
園
で
は
多
く
の
感

染
者
が
出
て
お
り
、

国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
陽

性
者
と
同
じ
ク
ラ
ス

の
児
童
等
は
登
園
を

自
粛
し
て
い
る
が
、

家
に
一
人
で
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
年
齢

の
子
ど
も
が
要
す
る

施
設
で
あ
る
こ
と
や

国
の
通
知
か
ら
、
休

小
お だ

田雅二 議員

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
方
針
を
決
定

学
級
閉
鎖
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

町
長

園
に
せ
ず
開
園
と
し
て
い
る
。

　

感
染
に
関
す
る
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
で
き
る
だ

け
早
く
お
知
ら
せ
し
て
い
る

ほ
か
、
保
護
者
に
い
ち
早
く

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
な

ど
、
保
護
者
の
要
望
に
も
し
っ

か
り
応
え
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

　

「
う
み
の
ま
ち
」
広
尾
町

と
「
や
ま
の
ま
ち
」
芽
室
町

は
、
昭
和
62
年
の
「
ふ
れ
あ

い
宣
言
」
を
契
機
に
文
化
、

産
業
な
ど
を
通
じ
て
住
民
相

互
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
隔
年

で
実
施
し
て
い
る
議
員
交
流

が
芽
室
町
で
開
催
さ
れ
、
両

町
の
議
員
が
一
堂
に
会
し
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。
本
町
か

ら
は
前
崎
茂
議
員
会
長
ほ
か

７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

広
尾
町
議
会
議
員
会
で
は
、

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
恒
例
の

「
町
民
仮
装
盆
踊
り
大
会
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

今
年
は
、
議
員
７
人
が
揃
い

の
浴
衣
に
身
を
包
み
、
夏
の

風
物
詩
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

さらなる感染防止対策に努めていくさらなる感染防止対策に努めていく

町
民
盆
踊
り
大
会

町
民
盆
踊
り
大
会

う
み
や
ま
交
流

8/14

7/20
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令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会

が
５
月
17
日
に
開
か
れ
、
専

決
処
分
の
承
認
、
条
例
改
正
、

補
正
予
算
な
ど
の
議
案
17
件

を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
承
認
・
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

職
員
等
給
与

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員

（
再
任
用
含
む
）
の
期
末
勤

勉
手
当
支
給
率
と
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基

づ
く
議
員
、
特
別
職
の
期
末

手
当
支
給
率
を
下
表
の
と
お

り
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
４
年
６
月
分

の
期
末
手
当
は
、
令
和
３
年

度
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
特

例
措
置
で
調
整
額
を
減
じ
た

額
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

問

令
和
３
年
度
分
の
人
事

院
勧
告
に
基
づ
く
減
額

は
、
退
職
者
や
新
規
採
用
職

員
に
も
適
用
さ
れ
る
の
か
。

答

令
和
３
年
度
で
退
職
し

た
方
や
令
和
４
年
４
月

に
新
規
採
用
し
た
職
員
に
は

適
用
さ
れ
な
い
。

国
保
税
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、

医
療
給
付
費
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
賦
課
限
度
額

を
引
き
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
率
の
改
正

は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
を
北
海
道
に
納
め
る

た
め
に
必
要
で
、
令
和
３
年

度
に
設
け
た
３
年
間
の
激
変

緩
和
措
置
の
２
年
目
と
な
り

ま
す
。

（
４
月
１
日
か
ら
適
用
）

問

国
民
健
康
保
険
の
運
営

主
体
が
都
道
府
県
化
さ

れ
た
平
成
30
年
度
以
降
の
所

得
割
税
率
と
対
前
年
度
の
引

上
げ
幅
は
。

答

平
成
30
年
は
10
・
13
％
、

令
和
４
年
は
11
・
94
％

で
、
１
・
81
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ

て
い
る
。

問

感
染
者
数
は
、
国
保
税

率
を
据
え
置
い
た
令
和

２
年
度
よ
り
今
年
の
方
が
増

え
て
い
る
。
引
き
上
げ
る
状

況
で
は
な
い
の
で
は
。

答

平
成
30
年
度
当
初
の
計

画
と
、
令
和
３
年
度
に

北
海
道
か
ら
示
さ
れ
た
国
保

税
率
に
開
き
が
あ
り
、
納
付

金
を
納
め
る
た
め
に
必
要
な

税
率
に
引
き
上
げ
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、

減
免
措
置
等
の
制
度
を
活
用

す
る
予
定
。

問

賦
課
限
度
額
が
低
い
道

内
の
市
町
村
数
は
。

答

国
基
準
で
は
な
い
市
町

村
数
は
、
令
和
３
年
度

末
で
医
療
分
７
市
町
、
後
期

高
齢
者
支
援
分
１
町
、
介
護

納
付
分
７
市
町
の
１
市
６
町
。

税
条
例
、
都
市
計
画
税

　
　
　
　

条
例
の
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

必
要
事
項
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
主
な
改
正
点
】

①�

配
当
所
得
等
に
係
る
町
民

税
の
特
例

　

�　

上
場
株
式
等
に
係
る
配

当
所
得
や
株
式
譲
渡
所
得

へ
の
所
得
税
と
個
人
住
民

税
の
課
税
方
式
を
一
致
さ

せ
る
。

②�

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
期
間
延
長

　

�　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
所

得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
を
個
人
住
民
税

か
ら
控
除
す
る
措
置
を
、

令
和
7
年
ま
で
延
長
。

③ 

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

の
延
長
・
拡
充

　

�　

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ

た
住
宅
に
係
る
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
の
対
象
工

事
期
間
を
令
和
５
年
度
末

ま
で
、
所
在
期
間
を
平
成

26
年
よ
り
前
ま
で
に
改
正
。

第
２
回
臨
時
会

５
17

期末勤勉手当の支給率と調整額

改正前 改正後 調　　　整　　　額
（令和4年6月期末手当から減ずる額）

議　　　員 4.35月 4.20月 令和３年12月の
期末手当支給額 217.5

15
×

特 別 職 4.45月 4.30月 令和３年12月の
期末手当支給額 222.5

15
×

職　　　員 4.45月 4.30月 令和３年12月の
期末手当支給額 127.5

15
×

再任用職員 2.35月 2.25月 令和３年12月の
期末手当支給額 72.5

10
×

所得割税率の推移
税率
（％） 前年比

平成30年 10.13 

平成31年 10.43 +0.3

令和２年 10.43 -

令和３年 11.19 +0.76

令和４年 11.94 +0.75

　

運
営
主
体
が
市
町
村
か
ら

北
海
道
に
移
行
し
て
も
国
保

税
が
高
い
構
造
は
変
わ
ら
ず
、

保
険
税
率
は
毎
年
の
よ
う
に

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
自
営
業
者
等
の
収

入
が
低
下
し
、
昨
年
よ
り
も

営
業
環
境
が
悪
化
し
て
い
る

中
、
国
保
税
を
引
き
上
げ
る

状
況
で
は
な
い
と
考
え
、
本

案
に
反
対
す
る
。

　

健
全
な
国
保
運
営
を
行
う

改
正
で
あ
り
、
国
保
加
入
者

へ
の
負
担
増
は
あ
る
が
、
極

端
に
負
担
が
増
え
な
い
保
険

税
率
の
改
正
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
賦
課
限
度
額
に
つ

い
て
も
、
中
間
所
得
層
の
負

担
軽
減
を
図
る
上
で
必
要
な

も
の
で
あ
る
。
今
後
の
国
保

財
政
を
考
え
る
と
、
や
む
を

得
な
い
も
の
で
あ
り
、
本
案

に
賛
成
す
る
。

旗
手
恵
子
議
員

北
藤
利
通
議
員

討
　
論

反
対

賛
成

（
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
）

議
員
・
特
別
職
・
職
員
の

給
与
を
改
定

人
勧
等
に
伴
う
減
額

世帯に属する被保険者
個々の前年の所得に応じ
て計算した所得割額にか
かる税率で自治体ごとに
定めます。

所得割税率
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２
名
の
計
７
名
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
職
員
１
名
の

陽
性
を
確
認
し
た
。

４
月
１
日
付
人
事
異
動

　

発
令
件
数
84
件
の
う
ち
、

昇
格
15
人
（
課
長
職
２
人
・

課
長
補
佐
職
４
人
・
係
長
職

９
人
）、
新
規
採
用
職
員
９
人
、

再
任
用
職
員
１
人
。
職
員
数

１
５
３
人
。（
前
年
１
５
５
人
）

火
災
の
発
生

　

５
月
10
日
に
字
紋
別
12
線

で
敷
地
内
の
空
き
地
と
牧
草

ロ
ー
ル
を
焼
損
す
る
火
災
が

発
生
。
消
防
職
員
、
団
員
合

わ
せ
て
20
名
、
車
両
５
台
が

出
動
し
た
。
死
傷
者
、
建
物

等
へ
の
延
焼
は
な
い
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

町
民
プ
ー
ル
改
修
工
事

契
約
額-

４
５
６
５
万
円

契
約
の
相
手
方-

（
有
）
田

中
建
設
（
丸
山
通
北
７
）

教
育
行
政
報
告

学
校
の
臨
時
休
校

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
広
尾
中
学
校

と
広
尾
小
学
校
を
臨
時
休
校

と
し
た
。

【
広
尾
中
学
校
】

　

４
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で

の
５
日
間
。

※
４
月
25
日
～
28
日
予
定
の

修
学
旅
行
は
延
期
。

【
広
尾
小
学
校
】

　

４
月
18
日
、
21
日
、
22
日

と
５
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で

の
計
８
日
間
。

　

両
校
と
も
、
臨
時
休
校
期

間
中
に
校
舎
の
消
毒
作
業
を

実
施
し
、
安
全
を
確
認
し
た

後
、
再
開
し
た
。

※
今
臨
時
会
で
任
期
満
了
に

伴
い
、
各
常
任
委
員
会
、
議

会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選

任
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
構
成
に
つ
い
て
は
、

６
月
１
日
発
行
の
議
会
だ
よ

り
第
２
０
２
号
の
17
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

行 

政 

報 

告

新
型
コ
ロ
ナ
発
生
状
況

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

発
生
状
況
は
、
４
月
は
49
名
、

５
月
は
16
日
現
在
で
85
名
、

今
年
に
入
っ
て
１
４
８
名
の

新
規
感
染
者
を
確
認
し
た
。

　

施
設
等
で
の
発
生
状
況
は
、

５
月
16
日
現
在
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
入
所
者
９
名
、
職

員
７
名
の
計
16
名
。
ひ
ろ
お

保
育
園
は
園
児
５
名
、
職
員

令和４年度　補正予算の内訳

令和３年度　補正予算の内訳

一般会計 ① 76億9779万円 579万円 増

簡易水道事業特別会計 ① 1億2243万円 26万円 減

下水道事業特別会計 ① 3億5065万円 5万円 増

国保事業勘定特別会計 ① 9億5846万円 53万円 減

介護保険特別会計 ① 6億9932万円 627万円 減

介護サービス事業特別会計 ① 2億6088万円 1871万円 減

水道事業会計 ①
　収益的収入 1億5740万円
　収益的支出 1億6580万円

310万円
657万円

一般会計 ⑳� 78億1713万円 6752万円 増

減

減

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議決

結果

松
田　

健
司

浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

前
崎　
　

茂

北
藤　

利
通

志
村　

國
昭

星
加　

廣
保

山
谷　

照
夫

渡
辺
富
久
馬

小
田　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎

国保税条例の一部改正 賛 賛 賛 否 賛 賛 否 賛 賛 否 否 賛 －
可決

（8-4）

※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。

●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています）
賛成：賛　　反対：否　　欠：欠席

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

次のページは「議会日誌・ぎかいトピックス」

塗装のはがれが目立つプール塗装のはがれが目立つプール

教えて！
さーたちゃん

議会のこと

議会での「質疑」と

「質問」ってどう違

うの？

Ｑ
「質疑」は、賛成か反対かを決める前に議案などについ

て疑問に思ったことを聞いて確かめることで、「質問」

は、議案に関係なく町の仕事について現在の状況や将

来への方針などについて聴くことができるんだよ。

Ａ
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議会活動日誌
令和４年６月～令和４年８月

２日　議会広報編集会議
３日　第３回総務常任委員会
４日　第３回産業常任委員会
５日　無縁仏供養祭
14日　町民仮装盆踊り大会
16日　第３回広尾町議会臨時会
　　　第８回議員協議会
　　　第４回議会広報特別委員会
26日　南十勝複合事務組合議会定例会（大樹町）
31日　北海道議会議員 喜多龍一政経セミナー（幕別町）

【６月】
１日　第４回議会運営委員会
４日　ふなはし利実君を励ます とかち大集会（帯広市）
７日　第２回広尾町議会定例会（～９日）
　　　第６回議員協議会
８日　第５回議会運営委員会
９日　第７回議員協議会
　　　議会広報編集会議
14日　北海道町村議会議長会定期総会
　　　（～15日・札幌市）
24日　十勝港まつり協賛会会議
28日　南十勝町村議会正副議長懇話会（中札内村）

【７月】
６日　北海道町村議会議員研修会（～７日・札幌市）
８日　 広尾町企業等誘致促進期成会総会（書面開催）
13日　広尾町殉公者追悼式
20日　うみやま交流・研修会（芽室町）
26日　 自民党北海道第11選挙区支部「地域政策懇談会」
　　　広尾高等学校存続対策協議会

【８月】
１日　とかち広域消防事務組合議会臨時会（帯広市）
　　　十勝圏複合事務組合議会臨時会（帯広市）

閉会中の所管事務調査

　各常任委員会と議会運営委員会は、令和
４年第３回定例会までの閉会中に、次の所
管事務調査を実施します。

◇総務常任委員会
①新たな公園及び観光交流施設の整備策定計画
について

◇産業常任委員会
①広尾町における雇用状況について

◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について
③議長の諮問に関する事項について

広尾町議会から町民の皆様へお願いです

①議場ではマスクを着用し、出入りの際には手指の消毒をしてください。

②傍聴席では間隔をあけてご着席ください。

③体調が良くないときは、傍聴をお控えください。

※町ウェブサイトから議会中継を見ることができます。

町ウェブサイト
「議会インターネット中継」

ＱＲコード

過去の
録画中継も
見れるよ

ぎかいトピックスぎかいトピックス

　北海道町村議会議長会による「全道議員研修会」が
３年ぶりに札幌市で開かれ、今後の議員活動に役立て
ることを目的に、議員８人が参加しました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため２部制
で開催され、研修会では講師による講演が行われました。
　講師とテーマは次のとおりです。

７／６ 全道町村議員が一堂に会し研修

◇政治ジャーナリスト
　泉　宏　　氏
　�「参院選最終情勢分析と選挙後
の政局展望」


